












































Estimation of Planck’s constant by the voltage applied to the LED
by






















































1 青 OSUB5161A-PQ 470 5800
2 青 OSUB5161P 470 8400
3 青 OSUB5111A-ST 470 10000
4 青 OSB56L5B61Y 470 12000
5 青 OSB56P5111A 470 18000
6 青 OSB56A5111A 470 20000
7 青緑 OSBG5111A 505 8000
8 緑 OSG5GP5111A 525 100
9 緑 OSPG5161A-RS 525 8400
10 緑 OSG59L5B61Y 525 35000
11 緑 OSG58A5111A 525 45000
12 黄 OSY5EA5B61A- 590 7000
13 黄 OSYL5111A-TU 590 12000
14 黄 OSY5CA5B61P 590 19000
15 黄 OSY5CA5111A- 590 22000
16 黄 OS5YKA5111A 590 50000
17 橙 OSO5CA5111A 605 37500
18 橙 OS5OAA5111A 605 60000
19 橙 OS6OGA5111A 610 75000
20 赤 OS5RKA5111P 624 75000
21 赤 OS5RPM5B61A-QR 625 7000
22 赤 OS5RPM5111A-TU 625 12000
23 赤 OSR5CA5B61P 625 19000
24 赤 OS5RKA5B61P 625 48000
25 赤 OS5RKA5B61Y 625 48000













































































1 青 470 2.097 0.81 6.38E+14 3.36E-19
2 青 470 2.097 0.74 6.38E+14 3.36E-19
3 青 470 2.097 0.72 6.38E+14 3.36E-19
4 青 470 2.096 2.26 6.38E+14 3.36E-19
5 青 470 2.097 1.07 6.38E+14 3.36E-19
6 青 470 2.097 0.70 6.38E+14 3.36E-19
7 青緑 505 2.047 0.80 5.94E+14 3.28E-19
8 緑 525 1.847 0.69 5.71E+14 2.96E-19
9 緑 525 1.847 0.68 5.71E+14 2.96E-19
10 緑 525 1.797 0.71 5.71E+14 2.88E-19
11 緑 525 1.887 0.73 5.71E+14 3.02E-19
12 黄 590 1.497 0.84 5.08E+14 2.40E-19
13 黄 590 1.497 1.16 5.08E+14 2.40E-19
14 黄 590 1.497 0.83 5.08E+14 2.40E-19
15 黄 590 1.487 0.80 5.08E+14 2.38E-19
16 黄 590 1.447 0.71 5.08E+14 2.32E-19
17 橙 605 1.397 0.75 4.96E+14 2.24E-19
18 橙 605 1.439 0.88 4.96E+14 2.31E-19
19 橙 610 1.398 0.82 4.91E+14 2.24E-19
20 赤 624 1.398 1.09 4.80E+14 2.24E-19
21 赤 625 1.397 0.88 4.80E+14 2.24E-19
22 赤 625 1.333 0.81 4.80E+14 2.14E-19
23 赤 625 1.349 0.66 4.80E+14 2.16E-19
24 赤 625 1.348 0.76 4.80E+14 2.16E-19
25 赤 625 1.348 0.76 4.80E+14 2.16E-19
26 赤 660 1.297 0.93 4.54E+14 2.08E-19
4．プランク定数の推定
26種のLED発光開始電圧に電子素量をかけ
たエネルギーと振動数の関係をプロットしたも
のが図 -8である。関係式より求められたプラ
ンク定数は7.67×10－34 Jsとの精密値の6.63×
10－34 Jsと大きく異なり、17％ほど大きくなっ
た。
グラフから読み取ると同じ波長のLEDで
あっても発光開始電圧が一定ではないことがわ
かる。文献5）によると回路の接点やLED内部
の抵抗により発光開始電圧に影響を及ぼしてい
る可能性があることが指摘されている。特に緑

図 -6　番号25のLEDの電圧電流特性

図 -7　番号4のLEDの電圧電流特性
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の525nmの波長のLEDでは発光開始電圧のば
らつきが大きかった。一方で青の470nmの波長
のLEDについては、ほぼ同じ発光開始電圧で
あった。

図 -8 発光開始電圧と振動数によるプランク定数
の推定
5．おわりに
プランク定数を求める実験としては十分な結
論は得られなかったが、光電管を使用して光電
効果から得られるプランク定数に比較すれば十
分な精度の値が求められたといえる。この状況
でも学生実験に取り入れることは可能である
が、問題点もある。またLED素子のバラツキ
や材料の違い、内部抵抗の存在などにより、発
光開始電圧とバンドギャップの電圧に違いがあ
ることは明確になった。これを明らかにするこ
とが今後の課題である。さらに、今回はLED
の波長としてデータシートのドミナント波長を
用いたが、LEDの波長には幅があり、発光開
始電圧は定格電圧よりも低いため、発光開始電
圧時の波長は長めになっている可能性もある。
発光開始時の波長について確認することが必要
であると考えられる。
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